






考察ならびに要約 

妊婦の肥満度による妊娠経過,分娩経過ならびに新生児への影響に関し,8 機関からの

1,155 例の症例について分析を行った。肥満妊婦では妊娠中毒症,帝切率,巨大児出生,分娩

時出血量が有意に増加するほか,非適時破水,遷延分娩,胎児死亡も増加傾向にあることは

報告されている。1)今回の調査では調査例数がまだ十分でないため結論は出せなかったが,

これまでに次のような傾向が認められた。肥満度が高い妊婦では,妊娠中毒症,糖尿病,LGA,

および遷延分娩が多い傾向にあるほか,帝切率が高く,また分娩時出血量も増大する傾向に

あったσ妊娠中毒症が多いのに肥満妊婦では,LGA の頻度が高いが,これは糖尿病妊婦の巨

大児出生と共通した因子が働くためと考えられる。 

この巨大児出生がまた,遷延分娩,高率の帝切分娩や出血量増大をもたらすと推定された。

LGA に対しては,妊娠中の異常な体重増加も影響を及ぼし,13.0 ㎏以上の体重増加では LGA

の頻度が高くなった。一方体重増加が 5.0 ㎏未満の場合は SGAが多い傾向を示すとともに,

妊娠中毒症や早産の頻度も高く,また弛緩出血も多い傾向にあった。 


